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結
　
　
論

註
1
、
里
親
委
託
の
現
状
と
問
題
提
起

　
日
本
で
は
、
里
親
の
開
拓
は
不
可
能
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
昭
和
二
二
年
」
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
＞

月
一
二
日
に
制
定
さ
れ
た
児
童
福
祉
法
や
、
同
二
三
年
一
〇
月
四
日
号
知
事
あ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
発
せ
ら
れ
た
「
里
親
等
家
庭
養
育
の
運
営
に
関
し
て
」
の
厚
生
次
官
通
知
で
も

っ
て
、
里
親
制
度
は
児
童
福
祉
制
度
に
お
け
る
重
要
な
一
施
策
と
し
て
体
系
化
さ

れ
た
。
こ
の
里
親
制
度
実
施
体
系
が
確
立
さ
れ
て
三
〇
年
以
上
も
経
過
し
て
き
た

が
、
現
在
里
親
制
度
は
そ
の
実
質
的
な
存
続
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

　
こ
の
危
機
状
態
を
、
具
体
的
に
、
里
親
委
託
の
時
系
列
的
な
変
化
か
ら
み
て
い

く
こ
と
と
す
る
。

　
表
一
1
は
、
昭
和
二
四
年
以
降
現
在
ま
で
三
〇
年
間
に
わ
た
る
里
親
委
託
状
況

の
年
次
別
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
『
登
録
里
親
』
数
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
三
七
年
度
末
の
一
九
、
二
七
五
人
を
ピ
ー
ク
に
し
て
、
徐
々
に
下
降
し
、
五

一
年
度
末
に
は
一
万
台
の
大
台
を
割
り
、
九
、
七
〇
三
人
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

そ
の
後
も
依
然
と
し
て
減
少
傾
向
を
続
け
て
お
り
、
五
三
年
度
末
現
在
登
録
さ
れ

て
い
る
里
親
の
数
は
九
、
四
九
四
人
と
な
っ
て
い
る
。
表
一
1
に
お
け
る
次
の
右

欄
に
は
、
児
童
を
受
託
し
て
い
る
実
質
的
な
里
親
の
数
を
示
し
て
あ
る
が
、
こ
の

『
児
童
受
託
里
親
』
数
は
三
三
年
一
二
月
が
八
、
六
四
六
人
で
ピ
：
ク
で
あ
り
、

そ
れ
以
降
今
日
ま
で
上
昇
傾
向
を
示
す
年
次
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
最
も
新
し
い

デ
ー
タ
で
あ
る
五
三
年
度
末
に
は
二
、
八
三
七
人
と
な
り
、
最
高
時
の
受
託
里
親

数
の
三
分
の
一
以
下
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
未
だ
年
次
ご
と
の
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
っ
て
い
な
い
。
当
然
、
　
『
委
託
児
童
』
数
も
同
様
の
結
果
を
示
す
こ
と

に
な
る
。
こ
の
場
合
も
、
受
託
里
親
数
同
様
三
三
年
＝
一
月
が
九
、
六
一
八
名
で

最
も
多
く
、
そ
れ
以
降
二
〇
年
以
上
も
下
降
傾
向
を
依
然
続
け
て
い
る
。

　
『
登
録
里
親
』
　
『
児
童
受
託
里
親
』
　
『
委
託
児
童
』
と
も
何
ら
上
昇
傾
向
を
示
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表一1　里親委託状況の推移

年　　次 登録里親 児童受託 委託児童
（B＞／（A）

（昭和・年・月） （A）　　㈹ 里親（B）、㈹ 数　　　㈹ （％

24．　10 4，153 2，909 3，278 70．1

25．　10 7，429 4，859 5，488 65．4

26．　10 9，166 5，717 6，619 62．4

27．　12 11，310 6，736 7，488 59．6

28．　12 12，953 7，210 7，979 55．7

29．　12 14，419 7，673 8，519 46．8

30．　12 16，200 8，282 9，111 51．1

31．　12 17，553 8，627 9，544 49．0

32．12 18，203 8，594 9，553 47．2

一二i寝．∴＿1茎．．
　18，549．　　9　　一　　曹　　．　　・　　．　　．　　．　　虚　　9　　一　　．　　．　　卿　　o　　． 　　8，646・　　9　　－　　g　　o　　帰　　，　　．　　一　　．　　卿　　一　　ρ　　一　　一　　．　　． 　　9，6180　　，　　一　　，　　．　　一　　胸　　・　　．　　曹　　6　　．　　o　　．　　．　　曹　　，

34年度末 18，914 8，095 8，989 42．8

35年度末 19，002 7，751 8，737 40．8

36年度末 18，985 7，545 8，664 ’39．7

37年度末 19，275 7，332 8，337 38．0

38年度末 18，773 6，980 7，952 37．2

39年度末 18，593 6，567 7，420 35．3

40年度末 18，230 6，090 6，909 33．4

41年度末 17，453 5，938 6，804 34．0

42年度末 16，113 5，219 5，972 32．4

43年度末 15，660 4，786 5，501 30．6

44年度末 14，916 4，428 5，054 29．7

45年度末 13，621 4，075 4，729 29．9

46年度末 13，327 3，706 4，366 27．8
1

47年度末 12，808 3，480 4，079 27．2

48年度末 12，719 3，392 4，028 26．7

49年度末 11，374 3，333 3，986 29．3

50年度末 10，230 3，225 3，851 31．4

51年度末 9，703 3，117 3，687 32．1

52年度末 9，714 2，980 3，557 30．7

53年度末 9，494 2，837 3，434 29．9

資料：要養護児童総数、乳児院在所歯数、養護施設在所児数は昭和26～

　　30年は厚生省報告例（社会福祉関係）、31年以降は社会福祉施設調

　　査による。
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す
素
材
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、
　
『
登
録
里
親
』
数
が
五
一
年
度

か
ら
五
二
年
度
に
か
け
て
僅
か
＝
名
増
加
し
て
い
る
こ
と
の
み
が
、
上
昇
を
示

す
材
料
で
あ
る
。
こ
の
表
I
I
を
見
る
限
り
で
は
、
里
親
数
の
減
少
傾
向
は
歯
止

め
が
き
か
ず
、
今
後
も
減
少
し
て
い
く
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
考
え
ざ
る
を
え

な
い
。
さ
ら
に
は
、
今
後
日
本
に
お
け
る
里
親
開
拓
に
対
し
て
絶
望
感
を
抱
か
せ

る
も
の
で
あ
る
。

　
日
本
の
里
親
委
託
の
現
状
に
比
し
て
、
欧
米
の
諸
外
国
に
お
け
る
里
親
委
託
の

状
況
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
表
1
1
1
は
欧
米
諸
国
に
お
け
る
要
養
護
児
童
に
占
め

る
里
親
委
託
と
施
設
収
容
の
比
率
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
国
に
よ
り
里
親
制

度
そ
の
も
の
や
統
計
算
出
方
法
に
相
違
が
あ
り
、
た
と
え
ば
英
国
で
は
養
護
児
童

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

だ
け
で
な
く
教
護
児
童
を
も
含
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
表
は

す
べ
て
の
国
で
の
統
一
性
を
得
た
も
の
と
は
言
い
が
た
い
面
が
あ
る
。
さ
ら
に
、



表一II　諸外国の里親委託児と施設在所児数比較

国　　　名
施設在所児
@　（％）

里親委託児
@　（％）

養護児童総数

@（％） 資料年次

オーストリア
iAustria）

7，467
@（27）

20，374
@　（73）

27，841
@（100）

1970

ベ　ル　ギ　一
iBelgium）

一　（88） 一　（12）
18，20（Xa）

@（100）
1969

キプロス（b）
iCyprus）

133
i34）

255
i66）

388
i100）

1970

デンマーク
iDenmark）

4，ユ53

@（38）
6，743
@（62）

10，896
@（100）

1969

フィンランド
iFinland）

3，686
@（27）

10，092
@　（73）

13，778
@（100）

1970

ドイツ連邦共和国
iFed．　Rep．　ol　Ger鵬any）

40，954（c）

@　（30）
94，266
@　（70）

135，200
@　（100）

1969

アイルランド共和国

ilreland（Rep．））

741
i35）

1，355
@（65）

2，096
i100）

1970

ルクセンブルグ
iLuxembourg）

1，224
iユ00）

｝
　
　
　
一

1，224
i100）

1969

マ　　ル　　タ
iMalta）

769
i100） ｝

一

769
i100）

1970

オ　ラ　ン　ダ
iNetherlands）

12，000
@　（48）

13，000
@　（52）

25，000
@（100）

1970

ノ　ルウェー
iNorway）

1，888
@（38）

3，101（d）

@（62）
4，989
i100）

1969

スコットランド
iScotland）

4，176
@（40）

6，212
@（60）

10，388
@（100）

1969

スウェーデン
iSweden）

1，986（e）

@（7）

25，400（e）

@　（93）
27，386
@（100）

1967

ト　　ル　　コ
iTurkey）

17，063
@　（96）

650

i4）
17，713
@（100）

1970

イ　ギ　リ　ス
iUnited　Kingd・m）

37，300
@　（41）

31，500
@　（59）

68，800
@（100）

1976

アメリカ合衆国
iU．S．A．）

62，600
@　（19）

263，000
@　（81）

326，000
@　（100）

1970

註（a）親せきや職親に委託されている約2，000人の児童がさらに加わってくる。

　（b）ギリシャ人のみの統計である。

　（c＞児童ホーム定員総数の80％で見積った。

　（d）ノルウェー伝道団体による委託（1971年において70の里親を所轄して

　　　いる）は除外している。里親委託児は両親や養子縁組以外の民間家庭

　　　に送致されている19歳までの児童である。

　（e）里親委託児は両親や後見人以外の人に養育されている16歳までの児童

　　　である。施設在所児は児童ホームと一時保護所の定員をもとに特定の

　　割合により見積った。

資料：イギリスはChildren　in　Care　in　England　and　Wales，1977，　Her

　　　Malestys　Stationery　Office，　アメリカ合衆国はNational　Cen－

　　ter　for　Social　Statistics，　Social　and　Rehabilitation　Service，

　　U．S．　Department　of　Health，　Education，　and　Welfare，　それら以

　　　外はThe　Placing　of　Children　in　Community　Homes　or　Foster

　　Families（1973），　Council　of　Europe　Co－ordinated　Research　Fe－

　　110wships　in　the　Social　Field．
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統
計
年
次
は
英
国
を
除
け
ば
若
干
古
く
、
か
つ
一
定
で
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

欧
米
諸
国
に
お
け
る
全
般
的
な
里
親
委
託
の
現
状
は
十
分
把
握
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

結
果
と
し
て
、
多
く
の
国
は
里
親
委
託
率
が
高
く
、
里
親
委
託
が
五
〇
％
以
上
で

あ
る
国
々
を
列
挙
し
て
み
る
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
九
三
％
）
、
ア
メ
リ
カ
（
八
一

％
）
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
七
三
％
）
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
七
三
％
）
、
ド
イ
ツ
連
邦

共
和
国
（
西
ド
イ
ツ
）
（
七
〇
％
）
、
キ
プ
ロ
ス
（
六
六
％
）
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
六

五
％
）
、
デ
ン
マ
ー
ク
（
六
二
％
）
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
（
六
二
％
）
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
（
六
〇
％
）
、
オ
ラ
ン
ダ
（
五
二
％
）
の
一
二
ヵ
国
と
な
る
。
他
方
、
現
在
の

日
本
の
里
親
委
託
率
九
・
〇
五
％
（
昭
和
五
三
年
現
在
）
に
近
い
、
里
親
委
託
率

の
低
い
国
と
し
て
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
（
○
％
）
、
マ
ル
タ
（
○
％
）
、
ト
ル
コ



　
（
四
％
）
、
さ
ら
に
ベ
ル
ギ
ー
（
一
二
％
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
表
か
ら
、
日
本
に
比
べ
欧
米
の
大
部
分
の
諸
国
で
は
養
護
児
童
の
里
親
委

託
率
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
そ
の
傾
向
は
一
般
に
欧
米
を
代
表

す
る
先
進
工
業
国
に
み
ら
れ
る
（
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
は
例
外
）
。
し
か

し
な
が
ら
、
日
本
と
同
じ
程
度
の
委
託
率
を
示
す
国
も
若
干
は
見
ら
れ
る
。

　
児
童
福
祉
法
制
定
以
降
の
日
本
に
お
け
る
里
親
委
託
状
況
の
年
次
的
な
推
移
、

さ
ら
に
は
欧
米
諸
国
と
の
里
親
委
託
率
の
現
状
比
較
か
ら
し
て
、
日
本
に
お
け
る

里
親
開
拓
の
不
振
を
い
か
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
解
釈
は
大
き
く
二

つ
の
見
方
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
は
、
日
本
で
は
里
親
開
拓
は
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
日
本
人
の
特
性
や
日
本
の
風
土
に
本
来
里
親
は
な
じ
ま
な
い
と
す
る
考
え

方
で
あ
る
。
日
本
は
「
イ
エ
」
中
心
の
社
会
で
あ
り
、
ヨ
ソ
者
に
対
す
る
拒
否
的

感
情
が
強
く
、
欧
米
の
よ
う
な
宗
教
的
価
値
観
（
た
と
え
ば
、
カ
リ
タ
ス
）
の
な

さ
が
里
親
の
開
拓
を
不
可
能
に
し
て
い
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

か
つ
て
公
的
な
厚
生
白
書
に
お
い
て
さ
え
、
他
人
の
児
童
を
自
宅
に
ひ
き
と
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
　

養
護
す
る
こ
と
が
、
わ
が
国
の
国
民
性
に
な
じ
み
に
く
い
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と

に
、
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
安
時
代
中
期
以
降
で
の
里
子

の
始
ま
り
や
そ
れ
と
共
に
形
成
さ
れ
た
里
子
村
、
さ
ら
に
は
里
子
の
呼
称
と
し
て

様
々
な
地
区
で
現
在
も
残
っ
て
い
る
「
モ
ラ
イ
コ
」
　
「
南
京
小
僧
」
　
「
タ
ラ
コ
」

「
「
ヤ
シ
ナ
イ
」
な
ど
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
で
は
あ
る
が
、
地
縁
・
血
縁
に
よ
る
村
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

共
同
体
内
で
の
里
親
の
活
発
さ
を
み
る
時
、
里
親
制
度
が
本
質
的
に
日
本
に
な
じ

ま
な
い
か
ど
う
か
は
、
大
き
な
疑
問
点
と
し
て
残
る
。

　
第
二
の
見
方
は
、
日
本
社
会
に
は
里
親
開
拓
の
素
地
を
有
し
て
い
る
が
、
様
々
な

要
因
に
よ
り
里
親
へ
の
意
欲
が
潜
在
化
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
要
因
に
は
、
都
市
化
に
よ
り
地
縁
・
血
縁
関
係
が
崩
壊
し
、
か
つ
マ
イ
ホ
ー

ム
主
義
が
一
般
化
し
た
こ
と
、
局
部
的
な
も
の
と
し
て
は
、
要
養
護
児
童
が
孤
児

か
ら
実
親
の
い
る
児
童
へ
と
重
心
が
移
行
し
て
き
た
こ
と
も
、
里
親
へ
の
意
欲
を

潜
在
化
さ
せ
る
原
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
里
親
意
欲
は
潜
在

化
さ
せ
ら
れ
た
の
み
で
、
活
性
化
す
る
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
と
し
て
い
る
。
歴

史
的
に
見
れ
ば
、
児
童
福
祉
法
制
定
以
前
に
お
い
て
養
護
児
童
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
な
地
縁
・
血
縁
と
い
う
地
域
社
会
内
で
ケ
ア
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
合
わ
せ

れ
ば
、
こ
の
こ
と
も
日
本
で
の
里
親
開
拓
の
可
能
性
を
示
す
、
第
二
の
見
方
を
支

持
す
る
根
拠
と
な
り
う
る
。

　
日
本
の
社
会
福
祉
に
は
里
親
制
度
は
本
質
的
に
な
じ
ま
な
い
と
す
る
の
か
、
あ

る
い
は
住
民
の
里
親
へ
の
意
欲
は
潜
在
化
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
何
ら
か
の
方

法
に
よ
り
現
実
の
日
本
社
会
の
中
で
活
性
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
の
か
。

こ
の
解
釈
を
明
確
化
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
日
本
で
の
里
親
制
度
開
拓
の
論
議
を

進
め
て
い
く
こ
と
は
無
意
味
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
解
答
は
日
本
の
社
会
福

祉
全
体
の
今
後
の
あ
り
方
を
占
う
う
え
で
の
重
大
な
指
針
と
も
な
り
う
る
も
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
里
親
制
度
が
な
じ
ま
な
い
と
す
る
な
ら
、
日
本
は
今
後
も
旧

態
依
然
と
し
た
収
容
施
設
偏
重
の
社
会
福
祉
体
制
を
維
持
・
存
続
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
。
第
二
の
里
親
へ
の
意
欲
が
顕
在
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
す
べ

て
の
人
々
が
地
域
社
会
の
中
で
社
会
生
活
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
う
る
新
た
な
展

望
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
稿
の
第
一
義
的
な
目
的
は
、
こ
の
里
親
制
度
が
日
本
で
本
当
に
定
着
し
う
る

か
ど
う
か
の
、
根
幹
的
問
題
を
見
定
め
る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
里
親
開
拓
の

可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
潜
在
化
し
て
い
る
里
親
可
能
者
の
全
体
像

を
促
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
な
お
、
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
大
阪
府
の
K
市
に
お
い
て
実
施
し
た
『
社
会
福

祉
意
識
調
査
』
を
基
に
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
三
〇
歳
以
上
の
女
性
を
対
象
と
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し
て
、
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
二
段
階
抽
出
で
九
〇
〇
名
を
抽
出
し
、

法
で
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

H
、
里
親
開
拓
の
可
能
性

留
置

　
児
童
福
祉
法
制
定
以
降
現
在
に
至
る
ま
で
の
里
親
数
の
年
次
推
移
を
見
る
限
り

に
お
い
て
は
、
里
親
数
の
今
後
の
増
加
は
全
く
見
込
ま
れ
な
い
。
い
や
、
逆
に
今

後
も
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
里
親
数
の
時
系
列
で
の

変
化
結
果
か
ら
の
悲
観
的
な
実
状
に
視
点
を
あ
て
る
の
で
は
な
く
、
住
民
の
中
に

里
親
に
な
り
う
る
可
能
性
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

　
昭
和
五
〇
年
三
月
に
発
刊
さ
れ
た
『
綾
瀬
町
住
民
の
児
童
福
祉
に
対
す
る
童
識

　
（
6
＞

調
査
』
に
お
い
て
、
被
調
査
者
に
里
親
制
度
へ
の
参
加
意
欲
を
尋
ね
て
い
る
。
こ

の
調
査
は
、
里
親
制
度
の
開
拓
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
社
会
福
祉
法
人
「
唐

池
学
園
」
が
そ
の
所
在
す
る
神
奈
川
県
高
座
郡
綾
瀬
町
の
住
民
を
対
象
と
し
て
実

施
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
「
里
親
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
漠
然
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
設
問
に
対
し
て
、
表
I
m
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

欲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
里
親
に
な
り
た
い
」
と
す
る

臆
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
は
六
・
五
％
で
あ
り
、
・
な

カ

参
り
た
い
と
は
思
う
が
決
心
が
つ

の
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
い
L
　
（
一
六
・
四
％
）
と

蝋
　
　
　
　
　
　
を
合
わ
せ
る
・
、
二
二
・
九
％

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
る
。
こ
の
調
査
結
果
か
ら
、

ロ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
％
以
上
の
被
調
査
者
が
里

表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
に
な
り
う
る
何
ら
か
の
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

人　数 ％

なりたい 43 6．5

なりたくない 440 66．0

なりたいとは思う

ｪ決心がつかない
109 16．4

無回答者 74 11．1

計 666 100．0

　
次
に
、
本
稿
で
の
分
析
の
中
心
と
な
る
『
社
会
福
祉
意
識
調
査
』
で
は
、
ま
ず

里
親
を
「
両
親
が
な
く
な
っ
た
り
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
実
親
が
育
て
る
こ
と
の

で
き
な
い
子
ど
も
を
預
か
っ
て
、
大
き
く
な
る
ま
で
自
宅
で
育
て
る
こ
と
」
と
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
し
た
。
そ
し
て
、
　
「
こ
の
よ
う
な
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
に
な
る
気
持
が
あ
り
ま
す
か
」
と
尋
．

兄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
た
と
こ
ろ
、
表
一
W
に
示
す
よ
う
に
、

も
マ状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
・
七
％
の
婦
人
が
里
親
に
な
る
気

能可
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

吻
　
　
　
　
　
現
在
の
児
墓
託
里
親
数
が
、
全
国

親
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
二
、
八
三
七
人
と
極
め
て
わ
ず
か
で

里　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
こ
と
に
比
較
．
し
て
、
綾
瀬
町
で
の

咽
　
　
　
　
　
　
調
査
結
果
、
さ
ら
に
は
本
調
査
で
2

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
・
七
％
が
里
親
に
な
る
可
能
性
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
は
、
い
か
に
高
い
比
率
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
が
理
解
で
き
る
。
こ
こ
に
、
日
本
に

お
け
る
里
親
委
託
の
現
状
と
調
査
結
果
に
現
わ
れ
た
数
値
と
に
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
り
、
里
親
の
数
を
今
後
増
大
さ
せ
る
余
地
を
相
当
残
し
て
い
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。

　
こ
こ
に
、
単
に
日
本
人
の
国
民
性
や
文
化
と
し
て
里
親
開
拓
が
本
質
的
に
困
難

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
根
拠
は
失
し
た
と
考
え
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
で
あ
ろ

う
。
確
か
に
こ
の
よ
う
な
調
査
で
は
タ
テ
マ
エ
的
な
回
答
が
多
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
、
そ
れ
を
い
か
に
割
り
引
い
た
と
こ
ろ
で
、
両
調
査
で
の
結
果
と
現
在
の
里

親
委
託
状
況
と
を
比
較
す
れ
ば
、
今
後
の
里
親
開
拓
の
可
能
性
は
大
い
に
残
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
。
こ
こ
に
、
本
稿
の
第
一
の
問
題
点
に
対
す
る
解
答
と
し
て
、

日
本
で
は
潜
在
的
に
里
親
開
拓
の
可
能
性
は
未
だ
十
分
残
存
し
て
い
る
と
い
え
る
。

人　数 ％

気持あり 124 18．7

気持なし 501 75．6

不　　明 38 5．7

計 663 100．0
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逆
に
言
え
ば
、
日
本
人
の
文
化
や
日
本
の
風
土
と
い
う
観
点
か
ら
里
親
の
開
拓
を

全
面
的
に
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
結
論
に
対
し
て
、
．
さ
ら
に
二
つ
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
く
る
。
第
一
の
問

題
は
、
い
か
な
る
要
因
に
よ
り
日
本
で
は
里
親
へ
の
参
加
意
欲
が
潜
、
在
化
さ
せ
ら

れ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
原
囮
論
が
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二

の
問
題
と
し
て
、
い
か
な
る
方
法
に
依
拠
す
れ
ば
里
親
へ
の
意
欲
が
顕
在
化
し
う

る
の
か
と
い
う
方
法
論
な
い
し
は
技
術
論
が
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本

小
稿
で
は
、
日
本
で
の
里
親
開
拓
を
一
層
増
進
さ
せ
る
う
え
で
鍵
と
な
る
こ
の
重

大
な
二
側
面
の
基
礎
デ
ー
タ
と
な
る
べ
く
、
当
調
査
対
象
者
に
お
け
る
特
性
（
対

象
者
の
基
本
的
属
性
、
対
象
者
世
帯
の
基
本
的
特
性
、
生
活
実
態
、
生
育
歴
、
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
お
よ
び
意
識
）
の
相
違
に
よ
り
、
里
親
へ
の
可
能
性
が
ど
の
程
度

異
な
っ
て
く
る
か
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
現
在
の
日
本

で
里
親
を
開
拓
す
る
場
合
、
い
か
な
る
対
象
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
有
利

で
あ
る
か
を
予
想
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

m
、
潜
在
的
里
親
可
能
者
の
特
性
（
二
変
量
間
で
の
検
討
）

　
い
か
な
る
特
性
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
有
す
る
被
調
査
者
が
里
親
に
な
り
う
る
可
能
性

が
高
い
か
を
、
生
活
者
の
特
性
を
示
す
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
（
変
数
）
に
つ
い
て
里

親
可
能
率
の
相
違
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
里
親
に
な
る
気
持
が
あ
る
者
の
百
分
率
で
も
つ
て
、
こ
れ

を
里
親
可
能
率
と
称
し
、
そ
の
相
違
か
ら
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
里
親
可
能
率
の
違
い
を
み
る
た
め
の
要
因
と
し
て
は
、
図
I
I
に
示
す
よ
う
に
、

以
下
の
二
四
の
変
数
を
選
び
出
し
た
。
そ
れ
ら
は
被
調
査
者
の
基
本
的
属
性
・
実

態
で
あ
る
、
①
年
齢
階
層
、
②
最
終
学
歴
、
③
健
康
状
態
、
④
就
業
の
有
無
、
⑤

配
偶
者
の
有
無
、
⑥
社
会
活
動
参
加
、
⑦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
経
験
を
と
り
あ
げ
、

／〈生育歴〉

⑭幼年時の家庭状況

⑮入院経験の有無

！〈性格・意識〉

⑯外向性・内向性性格

⑰無力感

⑱地域社会観

⑲帰属階層意識

⑳社会福祉感

⑳同居観

⑫障害児教育観

⑬生活保護制度観

⑳宗教観

対象者

里親の可能性

〈基本的属性・実態〉＼

①年齢階層

②最終学歴

③健康状態

④就業の有無

⑤配偶者の有無

⑥社会活動参加

⑦ボランティア活動経

〈世帯の雛〉／

⑧世帯人員

⑨住宅形態

⑩部屋数

⑪世帯収入

⑫生計中心者の仕事

⑬居住年数

里親可能率の違いをみるための要因図1
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世
帯
の
特
性
と
し
て
は
、
⑧
世
帯
人
員
、
⑨
住
宅
形
態
、
⑩
部
屋
数
、
⑪
世
帯
収

入
、
⑫
生
計
中
心
者
の
仕
事
、
⑬
居
住
年
数
を
挙
げ
た
。
対
象
者
の
生
育
歴
と
し

て
は
、
⑭
幼
年
時
の
家
庭
状
況
、
⑮
入
院
経
験
の
有
無
を
と
り
あ
げ
、
対
象
者
の

性
格
や
意
識
と
し
て
、
⑯
外
向
性
・
内
向
性
性
格
、
⑰
無
力
感
、
⑱
地
域
社
会
観
、

⑲
帰
属
階
層
意
識
、
⑳
社
会
福
祉
観
、
⑳
同
居
観
、
⑳
障
害
児
教
育
観
、
⑳
生
活

保
護
制
度
観
、
⑳
宗
教
観
の
総
計
二
四
の
変
数
を
取
り
出
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
変
数
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
里
親
可
能
率
の
相
違
を
順
次
み
て

い
く
。
な
お
、
二
四
変
数
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
各
々
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
里
親
可
能

率
は
表
一
V
に
示
し
て
あ
る
。
表
の
右
…
欄
に
は
、
里
親
に
な
る
可
能
状
況
と
カ
テ

ゴ
リ
ー
ご
と
の
被
調
査
者
数
N
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
2
κ
検
定
を
行
な
っ
た
結

果
、
⑥
社
会
活
動
参
加
、
⑯
内
向
性
・
外
交
性
性
格
、
⑰
無
力
感
を
除
く
二
一
の

変
数
で
は
里
親
の
可
能
性
を
み
る
変
数
と
○
・
五
％
の
危
険
率
で
関
連
性
の
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
①
年
齢
階
層

　
年
齢
階
層
で
は
、
　
「
四
〇
歳
代
」
で
里
親
可
能
率
は
最
大
と
な
っ
て
い
る
。
「
四

〇
歳
代
」
は
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
か
ら
み
れ
ば
、
末
子
が
就
学
し
、
女
性
に
と
っ

て
は
余
暇
の
も
て
る
時
期
で
あ
る
。
二
番
目
に
里
親
可
能
率
が
高
い
の
は
「
六
〇

歳
代
以
上
」
で
あ
り
、
こ
の
年
齢
階
層
も
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
か
ら
み
れ
ば
、
末

子
が
就
労
し
た
り
、
家
を
離
れ
て
い
く
時
期
で
あ
り
、
母
親
は
子
ど
も
と
の
関
連

で
は
よ
り
余
暇
の
も
て
る
時
期
で
あ
る
。
以
上
、
　
「
四
〇
歳
代
」
や
「
六
〇
藤
代

以
上
」
で
里
親
に
な
る
可
能
性
が
高
く
、
里
親
可
能
率
は
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
と

何
ら
か
の
関
連
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
②
最
終
学
歴

　
対
象
者
の
最
終
学
歴
で
は
、
　
「
旧
制
小
学
校
・
新
制
中
学
校
」
卒
業
に
お
い
て

里
親
可
能
率
は
最
惹
高
く
、
　
「
旧
制
女
学
校
・
新
制
高
校
」
卒
業
の
場
合
最
も
低

い
。
結
果
的
に
は
、
里
親
可
能
率
は
低
学
歴
の
場
合
に
高
く
、
中
学
歴
に
お
い
て

低
い
と
い
え
る
。

　
③
健
康
状
態

　
健
康
状
態
の
違
い
に
よ
る
里
親
可
能
率
の
相
違
を
み
る
と
、
対
象
者
の
健
康
状

態
が
悪
化
す
る
に
つ
れ
て
、
里
親
可
能
率
は
低
下
し
て
い
る
。
．
「
非
常
に
健
康
」

な
場
合
に
は
二
三
・
一
％
で
最
も
高
く
、
　
「
普
通
」
で
は
一
八
・
二
％
、
　
「
弱
い

・
病
気
で
長
く
寝
て
い
る
」
で
は
一
六
・
七
％
と
順
次
可
能
率
は
低
く
な
っ
て
い

る
。
健
康
な
婦
人
程
、
里
親
に
な
る
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
。

　
④
就
労
の
有
無

　
対
象
者
の
就
労
の
有
無
を
も
と
に
里
親
可
能
率
を
み
る
と
「
有
業
」
の
方
が
「
無

業
」
に
比
べ
て
可
能
率
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
有
業
婦
人
の
方
が
無
業
婦
人
に
比

較
し
て
、
里
親
に
な
る
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
。

　
⑤
配
偶
者
の
有
無

　
配
偶
者
の
有
無
の
違
い
に
よ
る
里
親
可
能
率
を
み
る
と
、
　
「
無
」
と
す
る
場
合

は
二
二
・
四
％
で
、
　
「
有
」
と
す
る
一
八
・
二
％
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
配
偶

者
が
無
い
場
合
の
方
が
、
里
親
に
な
る
可
能
性
は
高
い
。

　
⑥
社
会
活
動
参
加

　
社
会
活
動
参
加
程
度
の
相
違
に
よ
り
、
里
親
可
能
率
が
違
っ
て
く
る
か
ど
う
か

を
み
る
。
社
会
活
動
と
し
て
は
、
①
自
治
会
や
町
内
会
、
②
婦
人
会
や
子
供
会
、

③
地
域
に
あ
る
趣
味
の
集
ま
り
、
④
盆
お
ど
り
な
ど
の
地
域
の
行
事
の
四
項
目
を

選
び
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
に
お
い
て
、
進
ん
で
参
加
し
て
い
る
に
三
点
、
ほ

ど
ほ
ど
に
参
加
し
て
い
る
に
二
点
、
参
加
し
て
い
な
い
に
一
点
を
与
え
て
尺
度
化

し
た
。
な
お
、
Z
・
〉
曾
に
は
平
均
点
の
二
点
を
与
え
た
。
四
項
目
の
社
会
活
動
へ

の
総
参
加
得
点
を
も
と
に
、
平
均
得
点
±
（
標
準
偏
差
÷
2
）
を
境
界
点
と
し
て
、

社
会
活
動
参
加
の
程
度
を
三
段
階
に
分
類
し
た
。
高
得
点
グ
ル
ー
プ
は
社
会
活
動
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表一V　里親可能率

変数 カ　テ　ゴ　リ　一 里親可能率（N） 変数 カ　テ　ゴ　リ　一 里親可能率（N）

30歳代 16．2　（259） うまくいっていた 19．1　（429）

40歳代 25．3　（174）

幼家

N庭
桴�

ﾌ況

ややうまくいっていた 15．7　（166）年
齢
階
層 50歳代 16．5　（85） （あまり）うまくいっていなかった 29．6　（54）

60歳代 20．0　（120） 有 22．3　（264）

旧制小学校・新制中学校 23．6　（161）

読経

@験 無 16．7　（330）
最
終
学
歴

旧制女学校・新制高校 17．5　（359） 外向的 22．3　（139）

旧制高専・短大・大学以上 20．0　（105） 性
格

普　通 17．8　（314）

非常に健康 23．1　（121） 内向的 17．6　（210）
健
康
状
態

普　通 18．2　（472） 大 18．2　（148）

弱い・病気で寝ている 16．7　（60）
無
力
感

中 18．5　（286）

有　業 22．7　（256） 小 19．2　（229）
就
業

無　業 17．8　（366） 地域共同体モデル 20．4　（152）

有 18．2　（428） 伝統的アノミーモデル 17．2　（29）配
偶
者 無 22，4　（179）

地
域
社
会
観

近代主義的個我モデル 13．1　（84）

積極的 21．4　（i68） コミュニティモデル 19．9　（367）
社
会
参
加

普通 18．0　（311） 上、中の上 21．5　（121）

消極的 17．4　（184）

帰意
ｮ
階
層
識

中の中 19．7　（402）

参加している・していた 25．3　（87） 中の下、下 15．6　（122）ボイ

宴A
投?

e動
参加したことがない 18．7　（530） （ある程度）高い税負担当然 24．4　（238）

1～2人 26．9　（52）

社福

@祉
?ﾏ 増税は（どちらかといえば）悪 15．8　（399）

世
帯
人
貝

3～4人 16．4　（338） 一緒に暮らすべき 25．8　（182）

5人以上 20，9　（244）
同
居
観

」緒に暮らすのが望ましい 16．9　（343）

持　家 18．1　（545） 別居した方がよい 14．2　（113）
住
宅

借　家 24．7　（81） 普通学級で教育 25．4　（118）

4部屋以下 19。5　（113）

障教

Q育

刳ﾏ

養護学級で教育 17．7　（145）

部
屋
数

5～6部屋 16．1　（292） 養護学校で教育 16．8　（155）

7部屋以上 22．5　（222） 貧困者の権利 22．0　（168）

20万円未満 17．3　（104）

生制｢
度
護
観

権利はいきすぎ 17．9　（407）
世
帯
収
入

20～40万円未満 19．9　（317） 怠け者をつくる 19．6　（56）

40万円以上 17，3　（162） 非常に大切 23．6　（191）

つとめ 17．9　（525）
宗
教
観

やや大切 17．7　（316）．

生者

vの
?d
S事

自　営 ＄1．7　（63） （あまり）大切でない 13．9　（137）

無　業 16．1　（31）

5年未満 15．6　（122）
居
住
年
数

5－15年未満 18．0　（317）

15年以上 22．5　（187）
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参
加
に
「
積
極
的
」
な
暦
と
し
、
平
均
得
点
1
（
標
準
偏
差
÷
2
）
か
ら
平
均
得

点
＋
（
標
準
偏
差
÷
2
）
ま
で
得
点
者
を
参
加
程
度
が
「
普
通
」
と
し
、
低
得
点

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
平
均
得
点
1
（
標
準
偏
差
÷
2
）
以
下
の
得
点
者
を
、
社
会
活

動
へ
の
参
加
が
「
消
極
的
」
で
あ
る
と
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
社
会
活
動
へ
の
参
加
に
積
極
的
で
あ
る
ほ
ど
里
親
可
能
率
は
高
く

な
る
。
　
「
積
極
的
」
で
は
一
二
・
四
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
　
「
普
通
」
で
は
一

八
・
○
％
、
　
「
消
極
的
」
で
は
一
七
・
四
％
と
順
次
低
下
し
て
い
る
。

　
⑦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
経
験

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
経
験
の
有
無
に
よ
り
、
里
親
可
能
率
に
相
違
が
み
ら
れ
る

か
を
調
べ
て
み
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
「
社
会
福
祉
の
施
策
や
病
院
で
い
ろ
い
ろ

な
奉
仕
活
動
を
行
な
っ
た
り
、
地
域
社
会
の
中
で
老
人
、
子
供
、
体
の
不
自
由
な

人
へ
の
福
祉
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
人
」
と
限
定
し
、
そ
の
活
動
経
験
の
有
無
よ

り
み
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
「
参
加
し
て
い
る
・
し
て
い

た
」
婦
人
は
「
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
」
婦
人
に
比
べ
て
、
里
親
可
能
率
は
約
七

ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
経
験
者
は

里
親
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。

　
⑧
世
帯
人
員

　
世
帯
状
況
の
一
つ
で
あ
る
世
帯
人
員
の
相
違
に
よ
り
、
里
親
可
能
率
を
み
る
と
、

世
帯
人
員
が
「
一
～
二
人
」
の
際
に
最
も
可
能
率
が
高
く
、
二
六
・
九
％
と
な
っ

て
い
る
。
世
帯
規
模
が
中
程
度
で
あ
る
「
三
～
四
人
」
で
は
一
六
・
四
％
と
最
も

低
く
、
　
「
五
人
以
上
」
で
は
二
〇
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
世
帯
規
模
が
小
さ
い

場
合
に
、
里
親
に
な
る
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
。

　
⑨
住
宅
形
態

　
住
宅
に
つ
い
て
は
、
　
「
持
家
」
の
場
合
よ
り
も
「
借
家
」
の
方
が
里
親
可
能
率

は
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
借
家
の
場
合
の
方
が
里
親
に
な
る
可
能
性
が

高
い
。

　
⑩
部
屋
数

　
住
宅
状
況
の
部
屋
数
の
違
い
に
よ
り
、
里
親
可
能
率
の
相
違
を
み
て
み
る
。
「
七

部
屋
以
上
」
と
部
屋
数
が
多
い
場
合
に
、
里
親
可
能
率
は
二
二
・
五
％
で
最
も
高

い
。
逆
に
「
五
～
六
部
屋
」
の
中
程
度
の
部
屋
で
は
、
可
能
率
は
一
六
・
一
％
で

最
も
低
い
。
な
お
「
四
部
屋
以
下
」
で
は
、
一
九
・
五
％
の
里
親
可
能
率
と
な
っ

て
い
る
。

　
⑪
世
帯
収
入

　
世
帯
の
総
月
収
の
程
度
か
ら
、
里
親
可
能
率
の
相
違
を
み
て
み
る
と
、
　
「
二
〇

一
四
〇
万
円
未
満
」
の
中
程
度
の
収
入
に
お
い
て
、
里
親
可
能
率
は
一
九
・
九
％

で
最
も
高
い
。
な
お
、
世
帯
収
入
の
低
い
「
二
〇
万
円
未
満
」
お
よ
び
世
帯
収
入

の
高
い
「
四
〇
万
円
以
上
」
で
は
、
一
七
・
三
％
と
同
じ
里
親
可
能
率
と
な
っ
て

い
る
。

　
⑫
生
計
中
心
者
の
仕
事

　
生
計
中
心
者
の
仕
事
が
「
つ
と
め
」
　
「
自
営
」
　
「
無
業
」
に
よ
り
、
里
親
可
能

率
の
相
違
を
み
て
み
る
。
　
「
自
営
」
に
お
い
て
里
親
可
能
率
は
三
一
・
七
％
で
極

め
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
　
「
つ
と
め
」
で
は
一
七
・
九
％
で
あ
り
、
　
「
無
業
」
で

は
一
六
・
一
％
で
あ
り
、
　
「
自
営
業
」
に
比
べ
て
、
両
者
は
相
当
低
い
。
結
果
と

し
て
、
生
計
中
心
者
の
仕
事
が
自
営
業
の
場
合
に
、
里
親
に
な
る
可
能
性
は
相
当

高
い
と
い
え
る
。

　
⑬
居
住
年
数

　
現
在
の
場
所
へ
の
居
住
期
間
の
違
い
に
よ
り
、
里
親
可
能
率
の
変
化
を
み
て
み

る
。
居
住
年
数
が
長
い
ほ
ど
里
親
可
能
率
が
上
昇
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
居

住
年
数
が
「
一
五
年
以
上
」
で
里
親
可
能
率
は
二
二
・
五
％
で
最
も
高
く
、
次
に

「
五
－
一
五
年
未
満
」
の
一
八
・
○
％
、
　
「
五
年
未
満
し
の
一
五
・
六
％
と
順
次

一153一



低
下
し
て
い
く
。

　
⑭
幼
年
時
の
家
庭
状
況

　
生
育
歴
と
し
て
、
被
調
査
対
象
者
の
小
さ
い
時
育
っ
た
家
庭
状
況
と
里
親
可
能

率
と
の
関
連
を
み
て
み
る
。
こ
こ
で
は
、
「
（
あ
ま
り
）
う
ま
く
い
っ
て
な
か
っ
た
」

が
二
九
・
六
％
で
極
め
て
高
い
里
親
可
能
率
と
な
っ
て
い
る
。
　
「
や
や
う
ま
く
い

っ
て
い
た
」
が
一
五
・
七
％
で
最
も
低
く
、
　
「
う
ま
く
い
っ
て
い
た
」
で
は
一
九

・
一
％
の
可
能
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
両
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
（
あ
ま
り
）
う

ま
く
い
っ
て
な
か
っ
た
」
に
比
べ
、
一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
も
低
く
、
幼
年
時
の
家

庭
状
況
が
良
く
な
か
っ
た
場
合
に
、
里
親
可
能
率
は
著
し
く
高
い
と
い
え
る
。

　
⑮
入
院
経
験
の
有
無

　
生
育
歴
の
一
つ
と
し
て
、
小
さ
い
時
か
ら
現
在
ま
で
に
病
気
に
よ
る
入
院
経
験

の
有
無
と
、
里
親
可
能
率
と
の
関
連
を
み
て
み
る
。
入
院
経
験
「
有
」
で
は
里
親

可
能
率
は
二
二
・
三
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
　
「
無
」
で
は
一
六
・
七
％
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
ま
で
に
入
院
経
験
を
有
し
て
い
る
方
が
、
里
親
へ
の

可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。

　
⑯
外
向
性
・
内
向
性
性
格

　
被
調
査
者
の
性
格
が
「
外
向
的
」
で
あ
る
か
「
内
向
的
」
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、

里
親
可
能
率
の
相
違
を
み
て
い
く
。
外
向
性
と
内
向
性
の
性
格
診
断
に
は
、
①
「
誰

と
で
も
よ
く
話
す
」
、
②
「
世
話
役
（
リ
ー
ダ
ー
）
は
い
つ
も
他
の
人
に
た
の
む
」
、

③
「
何
で
も
よ
く
考
え
て
み
な
い
と
気
が
す
ま
な
い
」
、
④
「
お
祭
り
さ
わ
ぎ
が
大

好
き
で
あ
る
」
、
⑤
「
物
事
を
て
き
ぱ
き
と
か
た
づ
け
る
」
、
⑥
「
規
気
で
あ
る
」
、

の
設
問
に
対
す
る
回
答
を
も
と
に
し
た
。
①
④
⑤
⑥
に
つ
い
て
は
、
　
「
は
い
」
と

回
答
し
た
場
合
は
外
向
的
と
し
、
　
「
は
い
」
に
二
点
、
　
「
い
い
え
」
に
○
点
、
「
Z
・

〉
●
」
に
一
点
を
与
え
た
。
②
③
に
関
し
て
は
、
　
「
い
い
え
」
と
回
答
し
た
場
合
に

外
向
的
と
し
、
　
「
い
い
え
」
に
二
点
、
　
「
は
い
」
に
○
点
、
　
「
Z
．
》
・
」
に
一
点
を

与
え
た
。
六
つ
の
設
問
に
対
す
る
得
点
を
合
計
し
、
平
均
得
点
＋
（
標
準
偏
差
÷

2
）
以
上
の
得
点
を
得
た
者
は
「
外
向
的
」
性
格
と
し
た
。
逆
に
、
平
均
得
点
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

（
標
準
偏
差
÷
2
）
以
下
の
得
点
者
に
つ
い
て
は
「
内
向
的
」
性
格
と
し
、
こ
れ

ら
両
者
の
間
の
得
点
者
に
つ
い
て
は
、
　
「
普
通
」
と
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
　
「
外
向
的
」
性
格
で
は
里
親
可
能
率
は
二
二
ニ
ニ
％
で
最
も
高
く
、

「
内
向
的
」
性
格
で
は
一
七
・
六
％
で
最
も
低
く
な
っ
て
い
る
。
　
「
外
向
的
」
性

格
を
も
つ
も
の
は
、
　
「
内
向
的
」
性
格
の
者
に
比
べ
て
、
里
親
に
な
る
可
能
性
は

高
い
と
い
え
る
。

　
⑰
無
力
感

　
人
生
に
対
す
る
無
力
感
の
程
度
と
、
里
親
可
能
率
の
関
連
を
み
て
み
る
。
無
力

感
を
計
る
尺
度
と
し
て
は
、
①
「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
て
つ

ま
ら
な
い
」
、
②
「
い
つ
の
世
の
中
で
も
本
当
の
幸
福
を
み
つ
け
出
す
こ
と
は
あ
り

え
な
い
」
、
③
「
他
人
の
い
う
こ
と
に
は
、
一
見
信
用
で
き
そ
う
で
も
結
局
は
あ
て

に
な
ら
な
い
」
、
④
「
生
き
て
い
る
こ
と
が
何
と
な
く
む
な
し
い
」
、
⑤
「
自
分
の

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
人
間
な
ん
て
少
な
い
」
、
⑥
「
な
に
を
や
っ
て
も
う
ま
く
い

く
と
い
う
希
望
が
も
て
な
い
」
の
六
つ
の
設
問
に
対
す
る
回
答
に
よ
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
設
問
に
対
し
て
、
　
「
よ
く
感
じ
る
」
に
四
点
、
　
「
時
々
感
じ
る
」
に
三
点
、

「
め
っ
た
に
感
じ
な
い
」
に
二
点
、
　
「
ま
っ
た
く
感
じ
な
い
」
に
一
点
を
与
え
、

六
つ
の
設
問
に
お
け
る
合
計
得
点
を
算
出
す
る
。
そ
の
合
計
得
点
が
平
均
得
点
＋

（
標
準
偏
差
÷
2
）
以
上
の
場
合
は
、
無
力
感
を
「
大
」
と
し
．
平
均
得
点
一
（
標

準
偏
差
÷
2
）
以
上
、
平
均
得
点
＋
（
標
準
偏
差
÷
2
）
以
下
の
得
点
者
に
つ
い

て
は
、
無
力
感
を
「
中
」
と
し
た
。
平
均
得
点
1
（
標
準
偏
差
÷
2
）
以
下
の
低

い
得
点
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
無
力
感
を
「
小
」
と
し
た
。

　
結
果
を
み
る
と
、
無
力
感
が
「
大
」
で
一
九
・
二
％
、
　
「
中
」
で
一
八
・
五
％
、

「
小
」
で
一
八
・
二
％
と
、
里
親
可
能
率
に
さ
ほ
ど
違
い
が
な
い
。
た
だ
、
若
干
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は
無
力
感
が
少
な
い
程
、
里
親
に
な
る
可
能
性
は
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
⑱
地
域
社
会
観

　
地
域
社
会
に
対
す
る
被
調
査
者
の
考
え
方
を
も
と
に
し
て
、
里
親
に
な
る
可
能

性
の
違
い
を
み
て
み
る
。
地
域
社
会
に
対
す
る
見
方
と
し
て
は
、
松
原
治
郎
の
分

析
枠
組
を
活
用
す
る
。
図
l
n
に
示
す
よ
う
に
、
住
民
が
行
動
体
系
に
お
い
て
主

地域主体的態度

普
遍
主
義
的
利
害
意
識

「地域共同体」

@　モデル

「コミュニティ」

@　　モデル

「伝統的アノミー」

@　　　モデル

「近代主義的個我」

@　　　モデル

特
殊
主
義
的
利
害
意
識

野域客体的態度

地域社会の分析枠図II

体
的
態
度
が
と
れ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
意
識
体
系
に
お
い
て
普
遍
的
な
立
場
に
立

て
る
か
ど
う
か
を
軸
に
し
て
、
四
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
地

域
共
同
体
モ
デ
ル
」
は
、
地
域
の
し
き
た
り
や
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
自
分

た
ち
の
利
害
を
守
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
す
る
タ
イ
プ
で
あ
り
、
　
「
伝
統
的
ア
ノ
ミ

ー
モ
デ
ル
」
は
、
地
域
に
関
心
や
愛
着
が
そ
れ
ほ
ど
な
く
、
他
の
熱
心
な
人
た
ち

が
地
域
を
よ
く
し
て
い
く
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
人
々
を
指
す
。
　
「
近
代
主
義
的

個
我
モ
デ
ル
」
は
、
地
域
に
関
心
は
な
い
が
、
自
分
た
ち
の
生
活
上
の
不
満
や
要

求
を
行
政
に
訴
え
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
タ
イ
プ
で
あ
り
、
　
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
モ
デ
ル
」
は
、
地
域
社
会
は
自
ら
の
生
活
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
住
民
が

権
利
を
守
り
、
協
力
し
な
が
ら
住
み
や
す
く
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
タ
イ
プ
で

あ
る
。

　
四
つ
の
タ
イ
プ
の
う
ち
で
、
　
「
地
域
共
同
体
モ
デ
ル
」
が
二
〇
・
四
％
で
最
も

里
親
可
能
率
が
高
く
、
次
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
」
の
　
九
・
九
％
と
な
っ

て
い
る
。
　
「
近
代
主
義
的
個
々
モ
デ
ル
」
で
は
＝
二
・
一
％
と
、
里
親
可
能
率
は

他
の
モ
デ
ル
に
比
べ
て
極
め
て
低
い
。
こ
の
結
果
、
図
に
示
し
た
「
地
域
共
同
体

モ
デ
ル
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
」
の
地
域
に
対
し
て
対
象
者
が
主
体
的
な

態
度
を
も
つ
場
合
、
里
親
に
な
る
可
能
性
は
高
く
な
る
と
い
え
る
。
逆
に
、
住
民

の
利
害
意
識
が
特
殊
な
も
の
で
あ
る
か
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
か
の
軸
は
、
里
親

へ
の
可
能
性
を
分
別
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
⑲
帰
属
階
層
意
識

　
生
活
水
準
か
ら
対
象
者
本
人
が
意
識
す
る
帰
属
階
層
が
、
里
親
可
能
率
と
い
か

な
る
関
連
が
あ
る
か
を
み
て
み
る
。
そ
の
結
果
、
帰
属
階
層
が
「
上
、
ま
た
は
中

の
上
」
の
場
合
里
親
可
能
率
は
二
一
・
五
％
で
最
も
高
く
、
帰
属
階
層
が
低
下
す

る
に
つ
れ
て
、
里
親
可
能
率
も
低
く
な
っ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
　
「
中
の
中
」
で

は
一
九
・
七
％
、
　
「
中
の
下
、
ま
た
は
下
」
で
は
｝
五
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。

対
象
者
の
帰
属
階
層
意
識
が
高
い
ほ
ど
、
里
親
へ
の
可
能
性
は
高
ま
る
と
い
え
る
。

　
⑳
社
会
福
祉
観

　
対
象
者
の
社
会
福
祉
に
対
す
る
見
方
が
里
親
可
能
率
に
関
連
す
る
か
ど
う
か
を

み
て
み
る
。
こ
こ
で
の
社
会
福
祉
観
と
は
、
社
会
福
祉
充
実
の
た
め
の
増
税
に
対

し
て
対
象
者
が
い
か
な
る
態
度
な
り
立
場
を
と
る
か
に
よ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
「
（
あ
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る
程
度
）
高
い
税
負
担
は
当
然
」
と
す
る
場
合
に
は
可
能
率
が
二
四
・
四
％
で
、

「
増
税
は
（
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
）
必
要
な
し
」
の
一
五
・
八
％
に
比
べ
て
、
二

九
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
る
。
社
会
福
祉
充
実
に
対
す
る
住
民
の
責
任
を
強
く

感
じ
て
い
る
対
象
者
ほ
ど
、
里
親
へ
の
可
能
性
は
高
く
な
る
と
い
え
る
。

　
⑳
同
居
観

　
親
子
間
で
の
同
居
意
識
の
違
い
が
、
里
親
に
な
る
可
能
性
と
関
連
が
あ
る
か
ど

う
か
を
み
て
み
る
。
同
居
に
対
し
て
は
、
　
「
多
少
問
題
が
あ
っ
て
も
、
老
人
と
子

ど
も
は
一
緒
に
暮
ら
す
べ
き
」
　
「
住
宅
、
健
康
な
ど
の
条
件
が
許
せ
ば
、
一
緒
に

暮
ら
す
こ
と
が
望
ま
し
い
」
　
「
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
生
活
を
も
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
で
き
れ
ば
別
居
し
た
方
が
よ
い
」
の
三
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
た
。
カ
テ
ゴ
リ

ー
間
で
の
里
親
可
能
率
の
相
違
を
み
る
と
、
　
「
一
緒
に
暮
ら
す
べ
き
」
で
は
二
五

・
八
％
で
極
め
て
高
い
可
能
率
と
な
っ
て
い
る
が
、
　
「
別
居
し
た
方
が
よ
い
」
で

は
一
四
・
二
％
で
最
も
低
い
可
能
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
親
子
間

で
の
同
居
志
向
が
強
い
者
ほ
ど
、
里
親
へ
の
可
能
性
は
高
く
、
別
居
志
向
が
強
い

ほ
ど
可
能
性
は
低
い
と
い
え
る
。

　
⑫
障
害
児
教
育
観

　
障
害
児
教
育
に
対
す
る
考
え
方
が
里
親
に
な
る
可
能
性
と
関
連
が
あ
る
か
を
み

て
み
る
。
こ
こ
で
は
、
障
害
児
を
教
育
す
る
場
を
「
普
通
の
子
ど
も
と
一
緒
の
普

通
学
級
」
　
「
普
通
学
校
の
養
護
学
級
」
　
「
養
護
学
校
」
の
三
つ
に
分
け
て
み
た
。

そ
の
結
果
、
　
「
普
通
学
級
で
」
教
育
す
べ
き
と
し
た
場
合
に
里
親
可
能
率
は
二
五

・
八
％
で
最
も
高
く
、
　
「
養
護
学
級
で
」
お
よ
び
「
養
護
学
校
で
」
教
育
す
べ
き

だ
と
す
る
場
合
に
は
、
里
親
可
能
率
は
低
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
障
害
児

の
総
合
教
育
を
求
め
て
い
る
者
ほ
ど
、
里
親
へ
の
可
能
性
は
大
に
な
る
と
い
え
る
。

　
⑳
）
生
活
保
護
制
度
観

　
貧
困
者
に
対
す
る
見
方
と
里
親
可
能
率
と
の
関
連
を
み
る
た
め
に
、
生
活
保
護

制
度
に
対
す
る
考
え
方
か
ら
み
て
み
た
。
生
活
保
護
制
度
を
、
　
「
貧
し
い
人
の
権

利
」
　
「
権
利
と
い
う
の
は
行
き
す
ぎ
」
　
「
怠
け
者
を
つ
く
る
も
の
」
と
三
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
け
て
、
里
親
可
能
率
の
違
い
を
検
討
す
る
。
そ
の
結
果
、
生
活
保
護
制

度
を
「
貧
困
者
の
権
利
」
と
す
る
場
合
に
、
里
親
可
能
率
は
二
二
・
○
％
で
最
も

高
く
な
り
、
次
に
「
怠
け
者
を
つ
く
る
も
の
」
の
一
九
・
六
％
が
続
い
て
い
る
。

「
権
利
は
行
き
す
ぎ
」
は
一
七
・
九
％
で
最
も
低
い
里
親
可
能
率
と
な
っ
て
い
る
。

　
⑭
宗
教
観

　
人
生
に
と
っ
て
宗
教
が
ど
の
程
度
大
切
で
あ
る
か
の
相
違
か
ら
．
里
親
可
能
率

を
み
て
み
る
。
そ
の
結
果
、
宗
教
を
「
非
常
に
大
切
」
と
す
る
者
は
二
三
・
六
％

で
里
親
可
能
率
は
最
も
高
く
、
　
「
や
や
大
切
」
　
（
一
七
・
七
回
目
、
　
「
（
あ
ま
り
）

大
切
で
な
い
」
　
（
＝
二
・
九
％
）
の
順
に
、
順
次
里
親
可
能
率
は
低
下
し
て
い
く
。

人
生
に
お
い
て
宗
教
が
大
切
で
あ
る
と
す
る
者
程
、
里
親
に
な
る
可
能
性
は
高
い

と
い
え
る
。

W
、
潜
在
的
里
親
可
能
者
の
特
性
（
多
変
量
間
で
の
検
討
）

　
前
章
で
は
、
二
四
変
数
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
間
で
の
里
親
可
能
率

の
相
違
を
み
る
な
か
で
、
潜
在
的
里
親
可
能
者
の
諸
々
の
特
性
に
つ
い
て
言
及
し

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
里
親
の
可
能
性
に
関
す
る
意
識
状
況
と
他
の
変
数
と
の
二

変
量
間
で
の
ク
ロ
ス
・
セ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
分
析
の
利
点
は
、
二
要
因
間
に
お
け
る

関
連
性
を
直
接
即
座
に
理
解
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
変
量
間

の
分
析
で
は
二
四
の
要
因
群
の
う
ち
で
ど
の
要
因
が
、
里
親
可
能
者
を
分
別
す
る

う
え
で
重
要
で
あ
る
か
を
ラ
ン
ク
付
け
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
前
章
で
の
二
変

量
間
分
析
に
お
い
て
は
、
あ
る
変
数
と
の
ク
ロ
ス
・
セ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
分
析
に
よ

る
里
親
可
能
率
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
間
で
の
顕
著
な
相
違
が
提
示
で
き
た
と
し
て
も
、

実
際
に
は
こ
の
変
数
と
相
関
の
高
い
別
の
変
数
が
里
親
可
能
率
を
規
定
す
る
重
要
、
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な
要
因
で
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
見
か
け
上
で
の
誤
り
を
防
ぐ
た
め
に
、
二
四
の
要
因
間
で
の
相

関
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
二
四
の
変
数
の
六
八
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
同
時
に
使
い
、
多

変
量
解
析
を
実
施
す
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
里
親
に
な
る
気
持
有
り
」
と
す
る
者
と

「
里
親
に
な
る
気
持
無
し
」
と
す
る
者
と
を
判
別
す
る
た
め
に
数
量
化
理
論
H
類

を
利
用
す
る
。
数
量
化
理
論
1
1
類
は
判
別
分
析
を
定
性
的
変
量
に
用
い
た
も
の
で

あ
り
、
外
的
基
準
と
な
る
「
里
親
に
な
る
気
持
有
り
」
と
「
里
親
に
な
る
気
持
無

し
」
の
両
者
を
判
別
す
る
の
に
、
二
四
の
説
明
変
数
の
影
響
度
を
数
量
的
に
把
握

す
る
こ
と
で
あ
る
。
二
四
の
説
明
変
数
は
、
前
章
の
ク
ロ
ス
分
析
で
使
用
し
た
変

数
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て
、
二
四
の
説
明
変
数
の
そ
れ
ぞ

れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
与
え
ら
れ
た
数
値
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
値
）
を
総
和
と
す
る
判
別

得
点
を
も
つ
ケ
ー
ス
（
被
調
査
者
）
を
、
　
「
里
親
に
な
る
気
持
有
り
」
と
す
る
外

的
基
準
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
ケ
ー
ス
は
相
互
に
近
い
判
別
得
点
を
、
　
「
里
親
に
な

る
気
持
無
し
」
と
す
る
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
ケ
ー
ス
と
は
互
い
に
離
れ
た
判
別
得

点
を
と
る
よ
う
に
、
判
別
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
際
、
判
別
効
果
の
精
度

と
し
て
は
相
関
比
（
へ
（
諾
醒
ゆ
講
）
挿
＼
｛
（
強
訴
ゆ
薄
）
、
＋
（
鄭
藍
ゆ
郵
）
謹
）
が
考

え
ら
れ
、
こ
の
相
関
比
が
最
大
に
な
る
よ
う
に
個
々
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
値
を
数
量
化

す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
分
析
の
結
果
示
さ
れ
る
相
関
比
は
「
里
親
に
な

る
気
持
有
り
」
と
「
里
親
に
な
る
気
持
無
し
」
の
二
二
で
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
値
の
分

散
状
況
を
み
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
外
的
基
準
グ
ル
ー
プ
を
判
別
す
る
相
対
的

精
度
と
な
る
。
相
関
比
が
一
に
近
け
れ
ば
、
判
別
精
度
が
高
く
、
反
応
パ
タ
ー
ン

の
外
的
判
断
を
明
晰
に
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
数
量
化
理
論
H
類
に
も
と
つ
く
判
別
分
析
の
結
果
は
、
表
一
W
に
示
し
て

あ
る
。
表
の
最
後
に
示
し
て
あ
る
相
関
比
は
、
○
・
二
二
七
三
と
な
っ
て
お
り
、

「
里
親
に
な
る
気
持
有
り
」
と
「
里
親
に
な
る
気
持
無
し
」
の
両
外
的
基
準
グ
ル

ー
プ
を
判
別
す
る
精
度
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
二
四
の
説
明
変
数

に
よ
り
、
対
象
者
の
里
親
に
な
る
可
能
性
を
判
別
す
る
の
に
、
約
二
三
％
し
か
説

明
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
里
親
に
な
る
可
能
性
を
判
別
す
る
要
因
は
、
こ
れ
ら

二
四
の
変
数
以
外
に
、
里
親
可
能
者
の
判
別
に
寄
与
で
き
る
最
適
な
生
活
実
態
や

生
活
意
識
に
関
す
る
変
数
を
組
み
込
ま
な
け
れ
ば
、
判
別
精
度
を
十
分
前
高
め
ら

れ
み
い
と
い
え
る
。
逆
に
い
え
ば
、
現
時
点
で
は
里
親
可
能
者
の
判
別
は
、
対
象

者
の
個
人
的
要
因
に
よ
る
こ
と
が
大
き
く
、
外
的
基
準
の
判
別
に
寄
与
す
る
共
通

の
要
因
を
さ
が
し
あ
ぐ
ね
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
判
別
精
度
が
十
分
で
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
里
親
に
な
る
可
能
性
の
判
別
に

対
す
る
、
二
四
の
説
明
変
数
の
寄
与
度
の
相
違
を
み
て
み
る
。
個
々
の
説
明
変
数

が
外
的
基
準
の
判
別
に
寄
与
す
る
強
さ
の
程
度
が
偏
相
関
係
数
で
あ
り
、
偏
相
関

係
数
が
高
い
変
数
ほ
ど
、
　
「
里
親
に
な
る
気
持
有
り
」
と
「
里
親
に
な
る
気
持
無

し
」
を
判
別
す
る
う
え
で
の
有
効
な
説
明
力
を
も
っ
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
、
　
「
年
齢
階
層
」
で
偏
相
関
係
数
は
最
も
高
く
、
次
の
「
同
居
観
」

と
共
に
、
○
・
二
以
上
の
偏
相
関
係
数
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
以
外
で
、
○
・

二
以
下
○
．
一
以
上
の
偏
相
関
係
数
で
あ
る
変
数
を
大
き
い
順
に
示
す
と
、
　
「
幼

年
時
の
家
庭
状
況
」
　
（
○
・
一
八
五
四
）
、
「
社
会
福
祉
観
」
　
（
○
・
一
八
一
六
）
、

「
宗
教
観
」
　
（
○
・
一
六
〇
九
）
、
「
帰
属
階
層
意
識
」
　
（
○
・
一
四
九
八
）
、
「
生

計
中
心
者
の
仕
事
」
　
（
○
・
一
三
九
三
）
、
「
世
帯
人
貝
」
　
（
○
・
＝
二
七
一
）
、

「
住
宅
」
　
（
○
・
＝
四
一
）
と
な
る
。
対
象
者
の
基
本
的
属
性
で
あ
る
「
年
齢

階
層
」
、
世
帯
状
況
と
し
て
の
「
生
計
中
心
者
の
仕
事
」
、
「
世
帯
入
員
」
、
「
住
宅
」
、

生
育
歴
で
あ
る
「
幼
年
時
の
家
庭
状
況
」
、
対
象
者
の
生
活
意
識
で
あ
る
「
同
居

観
」
、
「
社
会
福
祉
観
」
、
「
宗
教
観
」
、
「
帰
属
階
層
意
識
」
の
変
数
が
、
里
親
に
な

る
可
能
性
の
判
別
に
相
当
寄
与
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
、
偏
相
関
係
数
が

○
．
〇
四
以
下
の
変
数
を
、
係
数
の
低
い
変
数
か
ら
順
に
並
べ
て
み
る
と
、
　
「
生
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表一VI数量化理論II類にもとつく里親可能者の判別

変数 カ　テ　ゴ　リ　一 カテゴ1一値 偏相関係数 変数 カ　テ　ゴ　リ　一 カテゴリー値 偏相関係数

30目代 0．0783 うまくいっていた 一〇．1412

40田代 0．4750

幼家

N庭
桴�

ﾌ況

ややうまくいっていた 一〇，0048 0．1854③年
齢
階
層 50歳代 一〇．8772

0．2044①
（あまり）うまくいっていなかった L2550

60内代 一〇．5140 有 0．0387

旧制小学校・新制中学校 0．3804

入経

@験 無 一〇．0258

0，0166㊧

最
終
学
歴

旧制女学校・薪制高校 一〇．1314 0．0997⑩ 外向的 0．1296

旧制高専・短大・大学以上 一〇．0234 性
格

普　通 一〇．0355 0．0550⑰

非常に健康 0．3250 内向的 一〇．1314

健
康
口
糧

普　通 一〇．0608 0．0871⑫ 大 一〇．0905

弱い・病気で寝ている 一〇．3004

無
力
感

中 0．0650 0．0334⑳

有　業 0．1759 小 一〇，0282

0．0768⑯就
業

無　業． 一〇．1294 地域共同体モデル 一〇．0295

有 0．0363 伝統的アノミーモデル 0．3189配
偶
者 無 一〇，1158

0．0265⑳

地
域
社
会
観

近代主義的個我モデル 一〇．3267

0．0775⑮

積極的 0．0792 コミュニティモデル 0．0569
社
会
参
加

普　通 一〇．0753 0．0385⑲ 上、中の上 0．3018

消極的 0．0596

帰意
ｮ
階
層
識

中の中 0．0923 0．1498⑥

参加している・していた 0．3924 中の下、下 一〇．5887ボイ

宴A
投?

e動
参加したことがない 一〇．0693

0．0856⑫
（ある程度）高い税負担当然 0．4909

1～2人 1．0647

情景

@祉
?ﾏ 増税は（どちらかといえば）悪 一〇．2503

0．1816④

世
帯
人
員

3～4人　　　　　　　　「 一〇．1334 0．1371⑧ 一緒に暮らすべき 0．7156

5人以上 0．0496

同
居
観

一緒に暮らすのが望ましい 一〇．1494 0．2017②

持　家 一〇．0927 別居した方がよい 一〇．4249

0．1141⑨住
宅

借　家 0．6316 普通学級で教育 0．1460

4部屋以下 0．0639

障教

Q育

刳ﾏ

養護学級で教育 0．0080 0．0486⑱

部
屋
数

5～6部屋 一〇．0538 0．0261㊧ 養護学校で教育 一日置1404

7部屋以上 0．0494
　　　　　　　　　　　　o
n困者の権利 一〇．0055

20万円未満 一〇．3774

旧制鞄
x
護
観

権利はいきすぎ 一〇．0055 0．0091⑳

世
帯
収
入

20～40万円未満 0．1253 0．0830⑭ 怠け者をつくる 0．0551

40万円以上 一〇．0314 非常に大切 0．5349

つとめ 一〇．0426

宗
教
観

やや大切 一〇．0906 0．1609⑤
生者

vの
?d
S事

自　営 0．8179 0．1393⑦ （あまり〉大切でない 一〇．3316

無　業 一〇．6924

5年未満 一〇．3616
居
住
年
数

5～15年未満 0．0488 0．0956⑪

15年以上 0．2023
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活
保
護
制
度
観
L
　
（
○
・
○
〇
九
一
）
、
「
入
院
経
験
」
　
（
○
・
○
｝
六
六
）
、
「
部

屋
数
」
　
（
○
・
〇
二
六
一
）
、
「
配
偶
者
」
　
（
○
・
〇
二
六
五
）
、
「
無
力
感
」
　
（
○

・
〇
三
三
四
）
、
「
社
会
活
動
参
加
」
　
（
○
・
〇
三
八
五
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
生
育
歴
で
あ
る
「
入
院
経
験
」
、
世
帯
の
状
況
と
し
て
の
「
配
偶
者
」
の
有
無

や
「
部
屋
数
」
、
対
象
者
の
生
活
実
態
で
あ
る
「
社
会
活
動
参
加
」
の
程
度
、
生

活
意
識
と
し
て
の
「
生
活
保
護
制
度
観
」
や
人
生
に
対
す
る
「
無
力
感
」
な
ど
は
、

里
親
可
能
者
の
判
別
に
対
し
て
、
さ
ほ
ど
有
効
な
説
明
力
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
数
量
化
理
論
で
最
終
的
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
与
え
ら
れ
る
数
量
化
さ
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
値
で
あ
る
。
こ
の
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

が
大
き
け
れ
ば
、
各
ケ
ー
ス
が
有
す
る
判
別
得
点
が
大
き
く
な
り
、
結
果
的
に
「
里

親
に
な
る
気
持
有
り
」
に
作
用
し
、
逆
に
値
が
小
さ
け
れ
ば
、
　
「
里
親
に
な
る
気

持
無
し
」
に
作
用
す
る
。
六
八
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
値
の
相
違
を
み
て
い
く
。

　
カ
テ
ゴ
リ
ー
値
が
最
も
大
き
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
　
「
幼
年
時
の
家
庭
状
況
」
が

「
（
あ
ま
り
）
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
」
で
一
・
二
五
五
〇
と
極
め
て
大
き
い

値
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
選
択
し
た
場
A
口
、
　
「
里
親
に
な
る
気
持

有
り
」
に
最
も
強
く
作
用
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
生
育
歴
で
不
幸
な
家
庭
生

活
を
体
験
し
て
い
る
と
、
里
親
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
に
対
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
も
つ
こ
と
に
な
り
、
結
局
里
親
へ
の
可
能
性
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
第
二
番
目
に
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
値
は
、
　
「
世
帯
人
貝
」
が
「
一
～
二
人
」
で

一
・
〇
六
四
七
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
世
帯
人
員
が
少
な
け
れ
ば
里
親
に

な
る
可
能
性
が
高
く
な
る
が
、
こ
れ
は
世
帯
内
で
養
育
す
べ
き
子
ど
も
が
お
ら
ず
、

養
子
を
含
め
た
子
ど
も
を
養
育
し
た
い
気
持
の
あ
ら
わ
れ
と
理
解
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
以
外
に
、
○
・
四
以
上
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
値
を
も
つ
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
列
挙

す
る
と
、
　
「
生
計
中
心
者
の
仕
事
」
が
「
自
営
業
」
　
（
○
・
八
一
七
九
）
、
「
同
居

観
」
が
」
緒
に
暮
ら
す
べ
き
」
　
（
○
・
七
一
五
六
）
、
「
住
居
」
が
「
借
家
」
（
○

・
六
三
一
六
）
、
「
宗
教
観
」
が
「
非
常
に
大
切
」
　
（
○
・
五
三
四
九
）
、
「
社
会
福

祉
観
」
が
「
（
あ
る
程
度
）
高
い
税
負
担
当
然
」
．
（
○
・
四
九
〇
九
）
、
「
年
齢
階
層
」

が
「
四
〇
底
面
」
　
（
0
・
四
七
五
〇
）
の
六
つ
で
あ
る
。
次
に
、
　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
」
が
「
参
加
し
て
い
る
・
し
て
い
た
」
　
（
○
・
三
九
二
四
）
、
「
最
終
学
歴
」

が
「
旧
制
小
学
校
・
新
制
中
学
校
」
　
（
○
・
三
八
〇
四
）
に
お
い
て
、
カ
テ
ゴ
リ

ー
値
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
里
親
に
な
る
気
持
有
り
」
に
強
く
作

用
し
て
お
り
、
特
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
値
が
大
き
い
程
作
用
の
度
合
は
大
き
い
。

　
結
果
と
し
て
、
対
象
者
の
生
活
実
態
と
し
て
は
、
四
〇
画
図
で
、
学
歴
は
高
く

な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
で
あ
る
場
合
に
、
里
親
に
な
る
可
能
性
は

高
く
な
る
。
対
象
者
の
世
帯
の
状
況
と
し
て
は
、
世
帯
人
造
が
一
～
二
人
で
、
自

営
業
を
営
ん
で
お
り
、
借
家
生
活
者
に
、
里
親
の
可
能
性
は
高
い
9
生
育
歴
で
は

幼
年
時
に
不
幸
な
家
庭
状
況
を
体
験
し
て
い
る
場
合
に
、
里
親
の
可
能
性
は
高
い
。

対
象
者
の
生
活
意
識
で
み
る
と
、
宗
教
を
大
切
と
考
え
、
親
子
の
同
居
を
当
然
視

し
、
社
会
福
祉
充
実
の
た
め
に
は
高
い
税
負
担
を
当
然
と
す
る
場
合
、
里
親
に
な

る
気
持
有
り
に
有
利
に
作
用
す
る
。

　
逆
に
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
値
が
最
も
低
い
の
は
、
　
「
年
齢
階
層
」
が
「
五
〇
歳
代
」

の
マ
イ
ナ
ス
○
．
薫
育
七
二
で
、
次
に
「
生
計
中
心
者
の
仕
事
」
が
「
無
職
」
（
マ

イ
ナ
ス
○
．
六
九
二
四
）
と
な
っ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ス
○
・
三
以
下
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
値
を
も
つ
も
の
を
、
順
次
低
い
順
か
ら
並
べ
て
み
る
と
、
次
に
「
帰
属
階
層
意

識
」
が
「
中
の
下
・
下
」
　
（
マ
イ
ナ
ス
○
・
五
入
八
七
）
、
「
年
齢
階
層
」
が
「
六

〇
歳
代
以
上
」
　
（
マ
イ
ナ
ス
○
・
五
一
四
〇
）
、
「
同
居
観
」
．
が
「
別
居
し
た
方
が

よ
い
」
　
（
マ
イ
ナ
ス
○
．
四
二
四
九
）
、
「
世
帯
収
入
」
が
「
二
〇
万
円
未
満
」
（
マ

イ
ナ
ス
○
．
三
七
七
四
）
、
「
居
住
年
数
」
が
「
五
年
未
満
」
　
（
マ
イ
ナ
ス
○
・
三
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六
一
六
）
、
「
宗
教
観
」
が
「
（
あ
ま
り
）
大
切
で
な
い
」
　
（
マ
イ
ナ
ス
○
・
三
＝
＝

六
）
、
「
地
域
社
会
観
」
が
「
近
代
主
義
的
個
我
モ
デ
ル
」
　
（
マ
イ
ナ
ス
○
・
三
二

六
七
）
、
「
健
康
状
態
」
が
「
弱
い
・
病
気
で
寝
て
い
る
」
　
（
マ
イ
ナ
ス
○
・
三
〇

〇
四
）
と
続
い
て
い
る
。

　
対
象
者
の
生
活
実
態
で
み
る
と
、
五
〇
歳
以
上
で
、
病
気
が
ち
な
場
合
、
里
親

に
な
る
可
能
性
は
低
く
な
る
。
世
帯
の
特
性
と
し
て
は
、
生
計
中
心
者
が
無
職
で
、

世
帯
収
入
が
低
く
、
居
住
年
数
が
短
い
際
に
は
、
里
親
へ
の
可
能
性
は
低
く
な
る
。

ま
た
対
象
者
の
生
活
意
識
で
は
、
自
己
の
社
会
階
層
を
中
の
下
な
り
下
と
意
識
し
、

親
子
間
で
の
別
居
を
良
し
と
し
、
宗
教
を
重
要
視
せ
ず
、
地
域
社
会
に
対
し
て
関

心
は
な
い
が
自
己
の
生
活
上
の
要
求
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
権
利
行
使
す
る
立
場

の
場
合
は
、
里
親
に
な
る
可
能
性
の
低
い
方
に
作
用
す
る
。

　
次
に
、
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
値
を
利
用
し
、
住
民
（
こ
の
場
合
は
婦
人
）
に

対
し
て
里
親
へ
の
可
能
性
を
予
測
す
る
場
合
の
こ
と
を
検
討
し
て
み
る
。
そ
の
場

合
、
各
々
の
ケ
ー
ス
は
「
年
齢
階
層
」
か
ら
「
宗
教
観
」
に
至
る
二
四
の
変
数
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
選
択
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
値
を
総
和
し
、
判
別
得
点
を
求
め

る
。
こ
の
得
点
を
も
と
に
、
里
親
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を
予
測
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　
二
一
m
は
、
　
「
里
親
に
な
る
気
持
有
り
」
と
「
里
親
に
な
る
気
持
無
し
」
の
両

対
象
者
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
判
別
得
点
累
積
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
す
べ

て
の
ケ
ー
ス
の
う
ち
で
、
．
判
別
得
点
の
最
大
は
三
・
九
〇
、
最
少
は
マ
イ
ナ
ス
ニ

・
四
四
で
あ
る
。
縦
軸
は
ケ
ー
ス
の
累
積
度
数
の
割
合
を
示
し
、
横
軸
は
判
別
得

点
を
小
さ
い
得
点
か
ら
大
き
い
得
点
へ
と
右
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
　
「
里
親
に

な
る
気
持
有
り
」
を
選
択
し
た
対
象
者
グ
ル
ー
プ
に
関
す
る
グ
ラ
フ
は
、
判
別
得

点
が
小
さ
い
ケ
ー
ス
か
ら
累
積
し
て
い
く
と
、
得
点
が
マ
イ
ナ
ス
一
・
〇
二
で
ケ

ー
ス
の
割
合
は
○
％
で
あ
り
、
三
・
九
〇
で
一
〇
〇
％
と
な
る
。
な
お
、
　
「
里
親

に
な
る
気
持
有
り
」
と
す
る
者
全
体
の
平
均
判
別
得
点
は
○
・
九
七
一
で
あ
り
、

標
準
偏
差
は
一
・
〇
一
と
な
っ
て
い
る
。
　
一
方
、
　
「
里
親
に
な
る
気
持
無
し
」
を

選
択
し
た
対
象
者
グ
ル
ー
プ
の
グ
ラ
フ
は
、
．
判
別
得
点
の
大
き
い
ケ
ー
ス
よ
り
累

「里親になる気持無し」

　　　平均一〇．2341

　　標準偏差0．8426

「里親になる気持有り」

＼　　　　平均一〇．9709

　　　標準偏差1．016

3．90

判別得点
1．57
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積
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
図
に
示
す
よ
う
に
、
一
・
五
七
か
ら
始
ま
り
、
マ

イ
ナ
ス
ニ
・
四
四
で
す
べ
て
充
当
す
る
。
こ
の
「
里
親
に
な
る
気
持
無
し
」
の
グ

ル
ー
プ
の
判
別
得
点
の
平
均
は
マ
イ
ナ
ス
○
・
二
三
四
で
あ
り
、
標
準
偏
差
は
○

・
七
九
八
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
図
か
ら
、
マ
イ
ナ
ス
ニ
・
四
四
と
マ
イ
ナ
ス
一
・
○
こ
の
間
の
判
別
得
点

を
有
す
る
ケ
ー
ス
は
必
ず
「
里
親
に
な
る
気
持
無
し
」
と
な
り
、
判
別
得
点
が
一

．
五
七
と
三
・
九
〇
の
間
の
者
は
「
里
親
に
な
る
気
持
有
り
」
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
マ
イ
ナ
ス
一
・
〇
二
か
ら
一
・
五
七
の
間
で
は
、
両
グ
ラ
フ
が

交
差
し
て
お
り
、
こ
の
区
間
は
判
別
を
誤
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
両
グ
ラ
フ
の
交
点
で
あ
る
○
・
一
＝
一
を
判
別
限
界
値
と
し
、
判
別
得
点
が
○

．
二
二
以
下
で
は
「
里
親
に
な
る
気
持
無
し
」
、
○
・
二
二
以
上
で
は
「
里
親
に

な
る
気
持
有
り
」
と
し
て
、
里
親
可
能
者
を
判
別
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
場
合

の
判
別
的
中
率
は
六
八
・
四
％
と
な
り
、
逆
に
判
別
を
誤
る
ケ
ー
ス
比
率
は
一
三

・
六
％
と
な
る
。

　
こ
の
結
果
、
判
別
得
点
が
大
き
い
対
象
者
は
「
里
親
に
な
る
気
持
有
り
」
と
な

る
可
能
性
が
強
く
、
逆
に
得
点
が
小
さ
け
れ
ば
、
　
「
里
親
に
な
る
気
持
無
し
」
の

可
能
性
が
強
く
な
る
。

　
以
上
、
里
親
可
能
者
の
判
別
を
予
測
す
る
場
合
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
値
の
大
小
を
基

準
に
し
て
、
対
象
者
が
選
択
す
る
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
そ
の
値
か
ら
予
測
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
　
一
方
、
二
四
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
値
の
総
和
で
あ
る
判
別
得
点
の
大
き

さ
を
基
準
に
し
て
み
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
判
別
得
点
が
判

別
限
界
値
か
ら
ど
れ
ぐ
ら
い
離
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
判
別
す
る
方
法
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
二
方
法
に
よ
り
、
潜
在
的
な
里
親
可
能
者
を
選
び
だ
す
何
ら
か
の
判

別
予
測
の
可
能
性
が
示
せ
、
里
親
開
拓
の
た
め
に
住
民
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く

う
え
で
の
大
き
な
利
点
と
な
り
う
る
。

V
、
結
論

　
潜
在
的
な
里
親
可
能
者
の
要
因
分
析
を
m
章
と
W
章
で
行
な
っ
て
き
た
。
二
変

量
間
の
場
合
も
、
数
量
化
理
論
H
類
を
利
用
し
た
場
合
も
、
要
因
分
析
結
果
で
の

内
容
の
大
き
な
特
徴
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
こ

れ
ら
分
析
全
体
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
く
る
結
論
を
大
き
く
二
つ
に
整
理
し
て
み
る
。

　
ま
ず
第
一
は
、
研
究
の
成
果
と
今
後
の
研
究
方
向
に
つ
い
て
で
あ
る
。
確
か
に
、

日
本
に
お
い
て
も
里
親
に
な
り
う
る
可
能
性
を
も
つ
者
が
極
め
て
多
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
伊
部
英
男
は
日
本
的
社
会
福
祉
の
特
質
の
一
つ
と
し
て
、
　
『
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

i
ド
．
ア
プ
ロ
ー
チ
』
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
で
は
社
会
問
題
は

制
度
的
環
境
的
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
で
も
っ
て
、
す
べ
て
解
決
さ
れ
て
き
た
こ

と
を
、
　
『
ハ
ー
ド
・
ア
プ
ロ
ー
チ
』
は
指
し
て
い
る
。
確
か
に
、
指
摘
さ
れ
る
よ

う
に
、
要
養
護
児
童
に
対
す
る
援
助
も
施
設
的
な
も
の
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
調
査
結
果
で
の
里
親
に
な
る
可
能
性
の
潜
在
的
な
高
さ
を
考
慮

し
た
場
合
、
日
本
に
お
い
て
も
、
諸
外
国
が
従
来
基
軸
に
据
え
て
き
た
『
ソ
フ
ト

・
ア
プ
ロ
ー
チ
』
が
十
分
成
立
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
場

合
、
最
初
に
提
起
し
て
お
い
た
、
日
本
で
の
潜
在
的
な
可
能
性
を
顕
在
化
さ
せ
る

処
遇
．
方
法
が
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
方
法
を
体
系
化

す
る
前
提
と
し
て
、
可
能
性
が
潜
在
化
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
日
本
の
特
質
が
明
晰

に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
点
は
、
現
状
の
中
で
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
里
親
開
拓
に
お

い
て
、
考
慮
す
べ
き
あ
る
い
は
予
測
で
き
う
る
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
里
親
に
な

る
可
能
性
を
判
別
す
る
際
に
、
年
齢
階
層
、
幼
年
期
の
家
庭
状
況
、
同
居
観
、
社

会
福
祉
観
、
宗
教
観
、
帰
属
階
層
意
識
、
生
計
中
心
者
の
仕
事
な
ど
が
大
き
く
貢

献
し
う
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
又
、
さ
ほ
ど
寄
与
し
な
い
要
因
も
明
ら
か
に
な
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つ
た
。
確
か
に
、
対
象
者
の
同
居
観
＾
社
会
福
祉
観
、
さ
ら
に
は
宗
教
観
と
い
っ

た
生
活
意
識
が
、
里
親
に
な
る
可
能
性
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
一
般
に
予
想
の

つ
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
、
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
や
幼
年
期
の
不
幸
な

家
庭
状
況
が
里
親
の
可
能
性
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
、
里
親
を
開
拓
す
る

う
え
で
一
、
つ
の
指
標
と
な
り
う
る
。
ま
た
、
生
計
中
心
者
の
仕
事
が
自
営
業
で
あ

る
こ
と
も
、
同
時
に
里
親
を
開
拓
す
る
際
の
目
安
に
な
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
数
量
化
理
論
の
中
で
示
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
里
親
可
能
者

判
別
精
度
は
さ
ほ
ど
高
く
な
く
、
里
親
不
振
の
原
因
を
探
り
あ
て
る
適
格
な
変
数

を
見
い
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
事
例
的
研
究
を
通
し
て
、

里
親
や
里
親
経
験
者
に
つ
い
て
の
詳
し
い
生
活
歴
や
さ
ら
に
は
深
層
心
理
的
な
要

因
を
集
積
し
て
い
く
作
業
が
重
大
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

現
在
里
親
参
加
意
欲
の
個
別
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
蒸
留
さ
れ
て
こ
な
い
要
因

を
す
べ
て
の
対
象
者
に
普
遍
的
な
も
の
に
包
括
し
て
い
く
作
業
が
重
要
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
予
測
結
果
を
再
度
実
践
な
り
現
場
に
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
し
、
研

究
者
の
協
力
に
よ
り
さ
ら
に
信
頼
性
の
高
い
予
測
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
。

そ
の
結
果
、
里
親
の
開
拓
に
お
い
て
、
対
象
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
適
格
性
を
も

つ
よ
う
に
な
り
、
里
親
数
の
増
大
に
も
大
い
に
寄
与
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
本
研
究
は
、
浅
居
が
中
心
に
な
っ
て
行
い
、
白
澤
（
大
阪
市
立
大
学
生

活
科
学
部
社
会
福
祉
学
科
）
が
社
会
福
祉
面
か
ら
の
考
察
に
つ
き
、
ま
た
和
多
田

（
龍
谷
大
学
経
営
学
部
）
が
デ
ー
タ
の
数
量
化
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
協
力
し
て
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
研
究
は
、
ト
ヨ
タ
財
団
の
昭
和
五
五
年
度
助
成
研
究
「
社
会
福
祉
に

つ
い
て
の
住
民
の
あ
い
ま
い
な
意
識
構
造
の
数
量
化
に
関
す
る
予
備
的
研
究
（
代

表
浅
居
）
」
の
一
環
と
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
、
こ
こ
に
記
し
て
同
財
団
に
謝
意

を
表
す
る
。

註（
1
）

（
2
）

（
3
）

54
））

（
6
）

（
7
）

児
童
福
祉
法
第
二
七
条
町
一
項
の
こ
の
都
道
府
県
知
事
の
と
る
べ
き
措
置
に
お
い
て
、

児
童
を
里
続
若
し
く
は
保
護
受
託
者
に
委
託
し
、
又
は
乳
児
院
、
養
護
施
設
、
精
神

薄
弱
児
施
設
、
精
神
薄
弱
児
通
園
施
設
、
曇
ろ
う
あ
児
施
設
、
虚
弱
児
施
設
、
肢
体

不
自
由
児
施
設
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
若
し
く
は

教
護
院
に
入
所
さ
せ
る
こ
と
、
と
規
定
さ
れ
た
。

「
里
親
等
家
庭
養
育
の
運
営
に
関
し
て
」
は
ρ
里
親
の
内
容
を
明
確
に
す
る
た
め
、

運
営
方
針
を
決
め
た
「
家
庭
養
育
運
営
要
綱
」
に
準
拠
し
運
営
す
る
こ
と
を
求
め
た

も
の
で
あ
る
。
　
「
家
庭
養
育
運
営
要
綱
」
は
別
紙
に
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
里
親
に
関

し
て
は
＝
項
目
に
、
養
子
縁
組
に
つ
い
て
は
四
項
目
に
分
け
て
書
か
れ
て
い
る
。

一
九
六
九
年
の
〇
三
一
脅
①
5
雪
山
く
。
毒
α
q
℃
宵
。
。
0
5
ω
＞
o
け
　
に
よ
り
養
護
児
童
と

教
護
児
童
が
統
合
さ
れ
た
。

厚
生
省
、
厚
生
白
書
三
六
、
昭
和
三
七
年
置
二
五
九
頁
。

三
吉
明
編
、
里
親
制
度
の
研
究
、
日
本
児
童
福
祉
協
会
、
昭
和
三
八
年
。
松
本
武
子

編
著
、
里
親
制
度
1
そ
の
実
践
と
展
望
－
、
相
川
書
房
、
昭
和
五
二
年
参
照
。

綾
瀬
町
社
会
福
祉
協
議
会
・
社
会
福
祉
法
入
唐
池
学
園
、
綾
瀬
町
住
民
の
児
童
福
祉

に
対
す
る
意
識
調
査
、
昭
和
五
〇
年
。

伊
部
英
男
、
　
「
社
会
福
祉
の
日
本
的
形
態
」
、
社
会
保
障
研
究
所
編
、
社
会
福
祉
の

日
本
的
展
開
、
昭
和
五
三
年
。
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